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今 月 の 特 集 1

1
月
7
日
、
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合

蘭
越
消
防
団
（
佐
藤 

信
衛 

団
長
）、
消

防
署
蘭
越
支
署
（
大
津 

直
輝 

支
署
長
）

の
令
和
８
年
出
初
式
が
、
役
場
庁
舎
前
駐

車
場
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
職
団
員
は
、
国
旗
掲
揚
の

後
、
消
防
に
職
を
奉
じ
殉
職
さ
れ
た
関
係

者
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
や

関
係
者
が
見
守
る
中
、
隊
列
行
動
を
通
し

て
、防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
出
初
式
終
了
後
は
蘭
越
町
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
令
和

７
年
度
の
消
防
永
年
勤
続
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

防
災
へ
の

決
意
を
新
た
に

蘭
越
消
防

蘭
越
消
防
出出 

で

 
ぞ

め

 
で

 
ぞ

め初初
式式

令 和 7 年 度  消 防 表 彰 （敬称略・順不同）

【左】原田 康志さん 【右】中村 恵美子さん

1広報らんこし　令和８年・２月号

北 海 道 知 事 表 彰
　◆勤労賞 30 年　中村 恵美子
　◆勤労賞 20 年　富樫　準
　◆勤労賞 10 年　�古村 知子　　　　　　　　　　　　　　　

久保田 飛鳥

北海道消防協会長表彰
　◆特別功績賞40 年　�原田 康志　　　　　　　　　　　　　　　

村瀬 節雄
　◆勤続賞 30 年　　�菅原 一司　　　　　　　　　　　　　　　　

坂井 明治　　　　　　　　　　　　　　　　　　
丸田 修史

　◆勤続賞 20 年　　�野村 栄子　　　　　　　　　　　　
朝比奈 隆之

　◆勤続賞 10 年　　�藤原 千波　　　　　　　　　　　
佐々木 雅祐

北海道消防協会 後志地方
支部 倶知安分会長表彰

　◆勤続賞 35 年　�福原 政幸　　　　　　　　　　　　
小林 稔　　　　　　　　　　　　
岩谷 純　　　　　　　　　　　　　　
古矢 和俊

　◆勤続賞 25 年　��高田 康則　　　　　　　　　　　高田 康則　　　　　　　　　　　
浅野 正行　　　　　　　　　　　　浅野 正行　　　　　　　　　　　　
塚田 博敬塚田 博敬
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今 月 の 特 集 2

地震により揺れを感じたり、警報等が発表されたら、町などから発信された情報をもとに避難するこ
とが重要です。発災時に慌てず、迅速に行動するためにも、日頃から地震への備えをしておきましょう。
下記に一例をご紹介します。

□地震発生時にどのような危険があるか、　　
　蘭越町のハザードマップで確認
□安全な避難場所・避難経路等の把握
□家族との連絡⼿段の確認

□フィルムなどで窓ガラスの⾶散を防止
□突っ張り棒や粘着マットなどでタンス　
　類・本棚等の家具の転倒を防⽌
□ベッド頭上に物を置かない

□火災警報器の電池残量確認
□漏電遮断器や感電ブレーカーの設置
□自動消火機能付きのコンロやストーブ

蘭越町のハザードマップに
は、土砂災害や津波災害時な
どに被害を受けると想定され
る地域のほか、避難場所・避
難施設が掲載されています。

よく確認し、自宅や職場、学校などから安全に
避難できるルートを確認しておきましょう。

過去に発生した巨大地震で
は、多くの方が倒壊した建物
に閉じ込められて亡くなりま
した。倒壊の可能性を減らし、
ケガをしないためにも、普段

から家具の固定や物の置き場所の工夫をしてお
きましょう。

地震による火災が発生した　
場合、倒壊した建物や家具に
閉じ込められ、逃げられない
危険性が出てきます。なるべ
く火災につながりにくい機器

や電化製品の備えをしておきましょう。

蘭越町ハザードマップ 気象庁 - 地震情報 気象庁 - 地震から身を守るために

避難に最低限必要な物を用意し
ておきましょう。カバンは両手
が空くリュックがおすすめです。
実際に背負いながら避難経路を
歩いてみて、重くないかなど確

認しておくのも大切です。

確認・決めておくこと

防災に役立つサイトもご紹介。ぜひご活用ください。　

□⾷料、⽔、常備薬、衛生用品
□懐中電灯、携帯ラジオ、充電器
□⾝分証明書、現金、貴重品等

倒壊やケガの防止

出火や延焼の防止 非常持出品の準備

- 慌- 慌てずてず行動行動するためにするために --

広報らんこし　2026 年・２月号広報らんこし　2026 年・２月号

地震地震にに備備えるえる
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商
工
業
と
は
、
商
業
と
工
業
を
合
わ
せ

た
言
葉
で
す
。
商
業
は
「
品
物
や
サ
ー
ビ

ス
を
売
る
こ
と
で
発
生
す
る
利
益
を
得
る

産
業
」
を
指
し
、
工
業
は
「
原
材
料
を
加

工
し
、
生
活
に
使
わ
れ
る
製
品
を
つ
く
る

産
業
」
を
指
し
ま
す
。

　
商
工
労
働
観
光
課
が
担
当
す
る
業
務
の

ひ
と
つ
に
、
こ
の
商
工
業
を
支
え
る
た
め

の
取
組
や
管
理
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
商
工
労
働
観
光
課
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

今 月 の 特 集 ３

広報らんこし2・３月号連続企画

小学生のみなさんにも読んでほしい！
 商工労働観光課のお仕事かんたん紹介

11

蘭越町の商工業を
支える

　１１月・１２月号では、農業と、農業
をお仕事にしている人を応援する農
林水産課のお仕事についてご紹介し
ました。
　では、町内でつくられたお米や野菜
はどのように加工され、販売されるの
でしょうか？
　2月号では、商工労働観光課のお仕
事の中でも、「商工業」に関連するこ
とをご紹介します！　ぜひお読みくだ
さい。

　ここで紹介しきれないものや、より
詳しい内容については、蘭越町ホーム
ページ、マチナビらんこしなどをご覧
いただくか、担当係までお問い合わせ
ください。

今回の特集に関するお問い合わせ先　
  ◇観光係　　  　 ☎55-6736
  ◇地域振興係　　 ☎55-6738
  ◇商工労働係　　☎55-6814

蘭越町の魅力は特産品だけじゃない！
町の風景やイベント、暮らす人 な々
ども魅力のひとつです。
3月号では商工労働観光課のお仕
事のうち、そんな魅力を守り、伝える
「観光・まちなか活性化」に関わるこ
とについて紹介予定！お楽しみに！

特産品を加工する
　
蘭
越
町
の
特
産
品
で
あ
る
漬
物
や
水
煮

　
蘭
越
町
の
特
産
品
で
あ
る
漬
物
や
水
煮

な
ど
を
見
た
こ
と
や
食
べ
た
こ
と
は
あ
り

な
ど
を
見
た
こ
と
や
食
べ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
昆
布
町
に

ま
す
か
？
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
昆
布
町
に

あ
る
あ
る
地
場
産
業
振
興
加
工
セ
ン
タ
ー

地
場
産
業
振
興
加
工
セ
ン
タ
ー
（
以
（
以

下
、
セ
ン
タ
ー
）
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
、
セ
ン
タ
ー
）
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
蘭
越
町
の
セ
ン
タ
ー
は
昭
和

　
蘭
越
町
の
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
5959
年
か
ら

年
か
ら

続
く
、道
内
で
も
珍
し
い
町
営（
町
が
直
接
、

続
く
、道
内
で
も
珍
し
い
町
営（
町
が
直
接
、

管
理
・
運
営
を
す
る
こ
と
）
の
加
工
施
設

管
理
・
運
営
を
す
る
こ
と
）
の
加
工
施
設

で
す
。
当
時
、
蘭
越
上
町
内
に
は
、
た
く

で
す
。
当
時
、
蘭
越
上
町
内
に
は
、
た
く

あ
ん
を
メ
イ
ン
に
生
産
し
て
い
た
漬
物
工

あ
ん
を
メ
イ
ン
に
生
産
し
て
い
た
漬
物
工

場
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
頃
は「
し

場
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
頃
は「
し

つくる 加工する / 広める・売る
農林水産課が
サポート

醤油・麹・青南
蛮で漬け込んだ、
ご飯にとっても
合う一品！

商工労働観光課がサポート
かつ、町でも取り組んでいる

地
場
産
業
振
興
加
工
セ
ン
タ
ー
が

で
き
た
理
由

「商工業」ってなに？

広報らんこし　令和８年・２月号 33

め
じ
」
と
「
し
い
た
け
」
の
栽
培
が
盛
ん
で

め
じ
」
と
「
し
い
た
け
」
の
栽
培
が
盛
ん
で

し
た
。

し
た
。「
こ
の
漬
物
の
加
工
技
術
と
き
の

「
こ
の
漬
物
の
加
工
技
術
と
き
の

こ
を
活
か
し
、
長
く
保
存
可
能
で
、
町
内

こ
を
活
か
し
、
長
く
保
存
可
能
で
、
町
内

で
生
産
・
加
工
・
販
売
が
で
き
る
（
＝
地

で
生
産
・
加
工
・
販
売
が
で
き
る
（
＝
地

場
産
業
に
よ
る
）
特
産
品
を
つ
く
ろ
う
！
」

場
産
業
に
よ
る
）
特
産
品
を
つ
く
ろ
う
！
」

と
現
在
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、
こ

と
現
在
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、
こ

の
セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
想
い
を
胸
に
、

の
セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
想
い
を
胸
に
、

漬
物
の
工
場
長
を
努
め
て
い
た
方
と
数
名

漬
物
の
工
場
長
を
努
め
て
い
た
方
と
数
名

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
の

の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
の

が
、「
し
め
じ
・
し
い
た
け
三
升
漬
」。
山

が
、「
し
め
じ
・
し
い
た
け
三
升
漬
」。
山

菜
三
升
漬
も
含
め
て
、
今
も
蘭
越
町
の
特

菜
三
升
漬
も
含
め
て
、
今
も
蘭
越
町
の
特

産
品
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産
品
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。



◀トマトジュース・リモチーソドリンクベース・水煮・漬物（画像左から）▲現在の蘭越町地場産業振興加工センター
　　　

　
　
　

　
現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
５
名
の
ス
タ
ッ

　
現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
５
名
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
菜
の
漬
物

フ
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
菜
の
漬
物

や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
約

や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
約
2020
品
目
が

品
目
が

製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
近
年

製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
近
年

開
発
さ
れ
た
リ
モ
チ
ー
ソ
ド
リ
ン
ク
ベ
ー

開
発
さ
れ
た
リ
モ
チ
ー
ソ
ド
リ
ン
ク
ベ
ー

ス
は
、
素
材
の
風
味
を
直
に
楽
し
め
る
と

ス
は
、
素
材
の
風
味
を
直
に
楽
し
め
る
と

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
各
商
品
の
原
材

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
各
商
品
の
原
材

料
は
、一
部
の
山
菜
を
の
ぞ
き
、リ
モ
チ
ー

料
は
、一
部
の
山
菜
を
の
ぞ
き
、リ
モ
チ
ー

ソ
や
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
な
ど
が
蘭
越
産
で

ソ
や
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
な
ど
が
蘭
越
産
で

す
。
リ
モ
チ
ー
ソ
は
前
回
の
特
集
で
紹
介

す
。
リ
モ
チ
ー
ソ
は
前
回
の
特
集
で
紹
介

し
た
、
世
界
で
も
蘭
越
町
の
み
で
栽
培
さ
れ

し
た
、
世
界
で
も
蘭
越
町
の
み
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
赤
し
そ
で
す
。
ト
マ
ト
は
新
規
就
農

て
い
る
赤
し
そ
で
す
。
ト
マ
ト
は
新
規
就
農

者
が
育
て
た
も
の
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

者
が
育
て
た
も
の
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
漬
物
の
中
で
も
人
気
の
う
ど

　
そ
の
他
、
漬
物
の
中
で
も
人
気
の
う
ど

甘
酢
漬
け
な
ど
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

甘
酢
漬
け
な
ど
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
ら

礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
ら

び
な
ど
の
水
煮
は
無
添
加
商
品
で
、
そ
の

び
な
ど
の
水
煮
は
無
添
加
商
品
で
、
そ
の

珍
し
さ
か
ら
多
く
の
方
が
購
入
さ
れ
ま
す
。

珍
し
さ
か
ら
多
く
の
方
が
購
入
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
か
ら
受

　
今
後
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
か
ら
受

け
継
が
れ
て
い
る
想
い
と
、
加
工
技
術
を

け
継
が
れ
て
い
る
想
い
と
、
加
工
技
術
を

大
切
に
し
て
、
町
民
や
町
外
の
方
に
愛
さ

大
切
に
し
て
、
町
民
や
町
外
の
方
に
愛
さ

れ
る
商
品
を
開
発
・
製
造
し
て
い
き
ま
す
。

れ
る
商
品
を
開
発
・
製
造
し
て
い
き
ま
す
。
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「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
？
」
か
ら

「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
？
」
か
ら

「
ま
た
食
べ
た
い
！
」
を
目
指
し
て

「
ま
た
食
べ
た
い
！
」
を
目
指
し
て

　
商
工
労
働
観
光
課
が
大
切
に
し
て
い
る

　
商
工
労
働
観
光
課
が
大
切
に
し
て
い
る

の
が
、
ま
ず

の
が
、
ま
ず
「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
？
」

「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
？
」

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
。。
と
く
に
ら
ん
こ

と
く
に
ら
ん
こ

し
米
は
、
全
国
で
も
有
数
の
お
い
し
さ
を

し
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は
、
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も
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数
の
お
い
し
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蘭
越
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ブ
ラ
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ド
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で
す
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く

誇
る
蘭
越
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ラ
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品
で
す
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多
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農
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さ
ん
の
思
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や
、
蘭
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町
の
環
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ん
の
思
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や
、
蘭
越
町
の
環
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だ
か
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こ
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つ
く
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と
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で
き
る
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だ
か
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こ
そ
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つ
く
る
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で
き
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も
ら
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に
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知
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ら
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に
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す
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ま
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組
を
進
め
て
い
ま
す
。
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ピ
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ピ
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、
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て
、
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内
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お
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米
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さ
ん
と
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を
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る
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取
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入
れ
ま
し
た
。
こ
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組
で
、
昨
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取
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入
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し
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。
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組
で
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昨
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度
よ
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ら
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。

　
そ
の
他
、
小
樽
市
を
は
じ
め
と
し
た
後

　
そ
の
他
、
小
樽
市
を
は
じ
め
と
し
た
後

志
管
内
を
中
心
に
、
道
内
各
地
の
道
の
駅

志
管
内
を
中
心
に
、
道
内
各
地
の
道
の
駅

や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
特
産
品
販
売
を

や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
特
産
品
販
売
を

し
て
い
ま
す
。
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

し
て
い
ま
す
。
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ら
ん
こ
し
米
を
景
品
と
す
る
こ
と
も
。
ま

ら
ん
こ
し
米
を
景
品
と
す
る
こ
と
も
。
ま

た
、
特
急
ニ
セ
コ
号
に
乗
車
さ
れ
た
方
や

た
、
特
急
ニ
セ
コ
号
に
乗
車
さ
れ
た
方
や

札
幌
駅
前
に
訪
れ
た
方
に
、
無
料
で
お
米

札
幌
駅
前
に
訪
れ
た
方
に
、
無
料
で
お
米

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
を

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
を

重
ね
た
結
果
、
商
品
を
繰
り
返
し
購
入
し

重
ね
た
結
果
、
商
品
を
繰
り
返
し
購
入
し

て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
、
年
々
増
加
傾

て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

向
に
あ
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
チ
カ
ホ（
札
幌
市
の
地
下
歩

　
他
に
も
、
チ
カ
ホ（
札
幌
市
の
地
下
歩

行
空
間
）、羽
田
空
港
な
ど
で
の
パ
ン
フ

行
空
間
）、羽
田
空
港
な
ど
で
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
、テ
レ
ビ
番
組
、ラ
ジ
オ
番
組
、

レ
ッ
ト
配
布
、テ
レ
ビ
番
組
、ラ
ジ
オ
番
組
、

S
N
S
S
N
S
な
ど
を
通
し
て
特
産
品
や
ま
ち
全

な
ど
を
通
し
て
特
産
品
や
ま
ち
全

体
の
紹
介
を
行
い
、
町
外
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方
に
蘭
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町

体
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紹
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を
行
い
、
町
外
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方
に
蘭
越
町

の
名
前
を
広
め
る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ

の
名
前
を
広
め
る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
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い
ま
す
。
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よ
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、
町
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問
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多

　
こ
の
よ
う
に
、
町
内
・
町
外
問
わ
ず
多

く
の
方
に
「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
？
」「
ま

く
の
方
に
「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
？
」「
ま

た
食
べ
た
い
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

た
食
べ
た
い
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
特
産
品
を
口
に
し
て
も
ら
い
や
す
い

に
、
特
産
品
を
口
に
し
て
も
ら
い
や
す
い

機
会
と
情
報
を
手
に
入
れ
や
す
い
場
を
増

機
会
と
情
報
を
手
に
入
れ
や
す
い
場
を
増

や
し
、購
入
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
、

や
し
、購
入
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
、

商
工
労
働
観
光
課
の
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

商
工
労
働
観
光
課
の
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

３特産品を広める・売る

当
時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
技
術
で

当
時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
技
術
で

つ
く
る
特
産
品

つ
く
る
特
産
品

◀ らんこし米 300g 無料配布の様子（上：JR 札幌駅前、下：特急ニセコ号内）
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ま ち の 話 題

新年きっとウマく行く
蘭越町新年交礼会

１月６日１月６日

町民センターにて、令和8
年蘭越町新年交礼会が開催
され、町内の役員代表等関係
者が出席されました。金町長
をはじめとした発起人より新
年の挨拶が行われ、蘭越町の
今後のまちづくりについて新
年の決意を新たにしました。

1
月

31
日
、
蘭
越
町
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
る　
「
ま
ち
づ
く
り

L
A
B
O
」
メ
ン
バ
ー
と
、
蘭
越
高
校
生

有
志
の
「
冬
の
町
を
明
る
く
盛
り
上
げ
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン

ド
ル
イ
ベ
ン
ト
「
ら
ん
こ
し 

ゆ
き
わ
た
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド

ル
は
参
加
し
た
町
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の

も
の
。
完
成
後
は
花
一
会
図
書
館
周
辺
に

並
べ
ら
れ
、
優
し
く
夜
の
蘭
越
を
照
ら
し
ま

し
た
。
当
日
は
参
加
者
へ
コ
コ
ア
な
ど
が　

ふ
る
ま
わ
れ
、
心
も
体
も
芯
ま
で
温
ま
る　

素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

１月２８日、２月３日１月２８日、２月３日
邪気を払い、福を呼び込むための伝統行事、節分の豆まき

が開催されました。子どもたちは豆やボールで鬼をやっつけ
たり、自分たちが鬼になったりして、節分を楽しみました。

子育て支援センター、蘭越ひばり幼稚園、蘭越保育所、昆布保育所での様子（左上から）
蘭越保育所にやってきた赤鬼と黄鬼（中央）

▲バケツに雪をいれてスノーキャンドルづくり♪

▲スノーキャンドルの灯りがきらめく

▲ココアと米粉ロールケーキでほっと一息

  鬼は～外♪福は～内♪　豆まきで鬼退治！

蘭
越
の
冬
を
優
し
く
照
ら
す

 

ら
ん
こ
し

 

ゆ
き
わ
た
り
初
開
催

広報らんこし　令和８年・２月号 5
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税

務

課

税

務

課
　所得税及び住民税の申告が２月 16 日（月）から始まります。

役場での申告受付は、３月 13 日（金）午前中までですが、できるだけ早めに済ませましょう。
場所は役場３階会議室で行います。また、受付時間は、午前９時から 11 時、午後１時か

ら５時までとなっております（※２月 27 日（金）は午後７時まで、３月１日（日）は、午前
９時から午後３時まで申告を受付しますので、ご利用ください）。

なお、税務署での申告受付期限は、３月 16 日（月）までです。

●申告が必要な方
　①事業所得がある人（自営業、農業など）や不動産所得などがある人
　②公的年金などの受給者で追加控除のある人
　③給与所得以外に不動産、年金などの所得のある人／退職などで年末調整を受けていない人
　④一時所得のある人

●申告に必要な書類
　①令和７年中の収入がわかる書類（給与や公的年金等の源泉徴収票／保険の満期など一時
　　所得の支払証明／個人年金の支払証明など）
　②国民年金保険料控除証明書
　③国民健康保険税や後期高齢者医療保険料の領収書等（役場で申告される方は不要）
　④社会保険任意継続、建設国保など健康保険料の領収書
　⑤地震保険、生命保険などの控除証明書
　⑥障害者手帳、療育手帳など（本人または被扶養者が認定を受けている場合）
　⑦印鑑
　⑧税務署からの「お知らせはがき」（届いている場合）
　※詳しくは、国税庁ホームページをご覧になるか役場税務課税務係（☎５５－６３２３）ま
　　でお問い合わせください。

●医療費控除の提出書類が簡略化されました
　領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要となりました。この明細書に
は、医療を受けた人ごと、病院・薬局ごとに医療費を合計して記載する必要があります。
　なお、明細書への記入にかえて、医療保険者等が発行する医療費通知の添付でも構いません。
※医療費の領収書は、自宅で５年間保存する必要があります（税務署から求められたときは、
　提示または提出しなければなりません）

●医療費控除を受けられる方へ
　　役場で申請相談を行う場合は「医療費控除の明細書」が必要になりますので、上記の内容を
ご確認いただき、ご自宅で作成の上、ご持参願います。

■税の申告はお早めに！

ま ち か ら の お 知 ら せ

■確定申告相談の予約受付について
　役場で実施する確定申告相談につきましては、待ち時間軽減のため、予
約受付を実施しています。予約の方法については、町のホームページに掲
載されている確定申告相談予約受付サイト、またはお電話で予約を受け付
けておりますので、お気軽にご相談ください。 ≪予約受付サイト≫

■３月２日は国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の納期限です
・納め忘れはありませんか？
・今一度、お手元の納税通知書、納入通知書をご確認ください。
・失業や入院などで納付が困難になったときは、ひとりで悩まず、早めにご相談ください。
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●高額介護合算療養費とは
　世帯で１年間（８月１日～翌年７月３１日）の医療費と介護サービス費の両方の自己負担額
を合算して、基準額（世帯の限度額）を超えた場合には、申請により、その超えた額が支給さ
れます。
　支給対象となる方には毎年３月から４月頃に申請のお知らせをお送りします。

〇 医療費、または介護サービス費の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
〇 基準額を超える額が５００円以下の場合は、支給の対象となりません。
〇 �新たに後期高齢者医療制度に加入された方、北海道外から転入された方など、申請のお知

らせをお送りできない場合があります。

●令和６年度分計算期間　　
　令和６年８月１日～令和７年７月３１日
●基準額表　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

※ 1　世帯全員が住民税非課税で区Ⅰに該当しない方
※ 2　�世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が 0 円（公的年金控除は 80 万円を

適用。給与所得がある場合、その金額から 10 万円を控除。）、または老齢福祉年金を　
受給している方

●お問い合わせ　　住民福祉課医療保険係　☎５５－６４３１

■後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 高額介護合算療養費について ～

負担割合 区 分 基準額（世帯の限度額）

３割 現役並み所得者
【課税所得 690 万円以上】212 万円
【課税所得 380 万円以上】141 万円
【課税所得 145 万円以上】   67 万円

２割 一定以上所得者 56 万円

１割
一般

住民税非課税
世　　　　帯

区Ⅱ（※１） 31 万円
区Ⅰ（※２） 19 万円

　蘭越町では、令和 6 年 11 月 1 日から令和 7 年 10 月 31 日までに次のとおり閲覧を許可
しましたので、住民基本台帳法第 11 条第 3 項及び第 11 条の 2 第 12 項、並びに住民基本
台帳の一部の閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第 3 条の規定に基づき公表します。

●お問い合わせ　　住民福祉課住民係　☎５５－６４２５

■住民基本台帳の閲覧状況の公表について

閲覧者氏名
( 国または地方公共団体の機
関の名称、法人の場合は名称
及び代表者または管理者名 )

閲覧事由 ( 利用目的 ) の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

自衛隊札幌地方協力本部

自衛官募集
( 根拠法令 自衛隊法第 29
条 第 1 項、 同 法 第 35 条、
同法第 97 条第 1 項及び自

衛隊法施行令第 120 条 )
令和 7 年 5 月 27 日

全町域の
  平成 19 年 4 月 2 日

から
　平成 20 年 4 月 1 日
 生まれの男性、女性

計 38 件

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

ま ち か ら の お 知 ら せ
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　「老人性白内障」はお年寄りの病気のイメージがありますが、働き盛りの世代にも増えており、
早い方では４０歳代から発症する場合もあります。
　町では、福祉の増進を図ることを目的として、老人性白内障による人工水晶体挿入手術等に
かかる費用の一部を助成しています。
　申請を希望される場合は、役場住民福祉課医療保険係へお問い合わせください。

●該当となる方　　蘭越町に住所を有し、老人性（又は加齢性）白内障と診断された方
※生活保護法による扶助を受けている方は除きます。

　
●助 成 額　　①人工水晶体挿入手術費用の１割　本人自己負担額を上限とします。
　　　　　　　　　　※ただし、１ヶ月の本人負担限度額を超えないものとします。
　　　　　　　　　②特殊眼鏡　　　　　　１対３０，０００円
　　　　　　　　　③コンタクトレンズ　　１眼２５，０００円

●請 求 期 限　　手術日の属する月の翌月から２年以内

●申請に必要なもの 　　・医療機関の証明書（役場にあります）
・領収書（内訳書）
・振込先口座番号
・印鑑（認印可）

●お問い合わせ　　住民福祉課医療保険係　☎５５－６４３１

■ご存じですか？
～老人性白内障医療費を助成しています～

北海道赤十字血液センター 移動献血車が巡回します。

※採血基準の詳細は、日本赤十字社ホームページをご覧ください。
「献血は命をつなぐボランティア」です。皆様のご協力をお願いします。
●お問い合わせ　　住民福祉課環境衛生係　☎５５－６４３８

■献血のお知らせ
日時 場所 受付時間

３月３日（火）
役場庁舎前 　９：１５～１２：００

町民センター １３：３０～１６：３０

　冬の厳しい寒さがやわらぎ、徐々に気温も高くなってくる季節となってきましたが、山間部
や山沿いではまだ多くの雪が残っていることから、融雪による「土砂災害」や「なだれ」など
の危険性が高まります。
　急な気温上昇によって雪解けが進み、そこに雨が伴うと雪解け水や雨が地面と積雪の間にた
まり、山の斜面や雪の多い傾斜地でなだれが発生しやすくなったり、地中へ染み込むことによっ
て傾斜地での土砂崩れも起こりやすくなったりします。さらに、低い土地の浸水や道路の冠水
にも注意が必要です。
　気象台では、融雪による土砂災害や浸水害、なだれが発生するお
それがある場合は、「融雪注意報」、「なだれ注意報」などを発表し、
注意を呼び掛けています。
　お出かけの際には、最新の気象情報をご確認ください。

■融雪による「土砂災害」や「なだれ」などに注意！

≪気象庁 HP ≫ ≪政府広報≫

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

住
民
福
祉
課

総

務

課

総

務

課

ま ち か ら の お 知 ら せ
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　蘭越町では、物価高騰により影響を受けている町民皆さんの生活を支援するため、国の交付
金を活用し、町内のお店で使用できる「蘭越町家計サポート商品券」を町民皆さんにお配りし
ます。
　商品券は、世帯主宛にゆうパックで送付します。発送は２月下旬を予定しています。

●配 布 対 象 者　　①令和８年２月１日現在で、蘭越町の住民基本台帳に登録されている方
　　　　　　　　　②上記配布対象者のうち、令和８年２月１日以降に出産予定で、令和８年
　　　　　　　　　　２月１日までに母子手帳の交付を受けている方は、別途申請により一人　
　　　　　　　　　　分を加算します。申請�される方は、申請書をお渡しいたしますので、蘭
　　　　　　　　　　越町商工労働観光課（☎５５－６８１４）へお申し出ください。
●配 布 商 品 券　　町民一人当たり２０，０００円分の商品券（５００円券×４０枚）
　　　　　　　　　使用期間：商品券到着の日から令和８年８月２０日まで
　　　　　　　　　蘭越町商工会商品券取扱店で使用できます。商工会ホームページでご確認
　　　　　　　　　ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※商品券は再発行しませんので、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紛失にご注意ください。

●お問い合わせ　　商工労働観光課商工労働係　☎５５－６８１４

■蘭越町家計サポート商品券の配布について

≪商工会 HP ≫

　経済的理由により大学等への就学が困難な町内の優秀な生徒に対して、奨学金の給付及び貸
付を行っています。
おすすめポイント　
　①【給付】
　　支給額算定基準額が第Ⅲ区分の世帯は、日本学生支援機構給付奨学金より有利な受給
　②【貸与】
　　所得等の条件に関係なく一律無利子
　③進学前だけではなく、在学中のお申込みも可能

●対 象　　保護者が蘭越町民であり、大学・短期大学・専門学校に進学予定あるいは
　　　　　　　　　在学中の方※詳細は募集要項をご覧ください。
●募 集 人 数　　給付：２名　貸与：４名
●金 額　　月額　３０，０００円（給付・貸与）
●募 集 締 切　　令和８年４月１０日（金）
　　　　　　　　　※希望される方は、蘭越町教育委員会学務課総務係に
　　　　　　　　　　必要書類をご提出ください。
●お問い合わせ　　教育委員会学務課総務係　☎５５－７８２７

■令和８年度　ふるさとらんこし未来応援奨学金
　～ 　 奨 学 生 募 集 　 ～

≪募集要項≫

商
工
労
働
観
光
課

商
工
労
働
観
光
課

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

ま ち か ら の お 知 ら せ



10 広報らんこし　2026 年・２月号

そ

の

他

そ

の

他

そ

の

他

そ

の

他

ゴ ミ 通 信ゴ ミ 通 信 ～ゴミの話題を毎月紹介～

  ≪ 衛 生 ご み と は ≫≪ 衛 生 ご み と は ≫
　　燃やせるごみは「固形燃料化」し資源として再利用しています。
　�それに伴い、燃やせるごみの中で固形燃料に不向きなものを【衛生ごみ】として区別する　

必要があります。
【衛生ごみ】
　紙おむつ、生理用品、ペット用シート等です。

【出 し 方】
　おむつは、排泄物を取り除いてください。
　少 量 の 場 合　⇒　衛生ごみをポリ袋（何色でも構いません）に入れ、
　　　　　　　　　　燃やせるごみ袋の中に入れて出す。
　量が多い場合　⇒　衛生ごみのみを、燃やせるごみ袋に入れて出す。
　��収集されたごみは処理業者が手作業で選別を行っています。
　少量で出す場合には、ポリ袋に衛生ごみと表記するのも OK です。

＝　住民福祉課環境衛生係　☎５５－６４３８　＝

正しい分別・リサイクルのため、分別で間違えやすい品目
等の紹介をします。皆さんでゴミの減量を目指しましょう！

≪燃やせるごみから作られた固形燃料≫

　河川環境に関する知識と豊かな川づくりに対する熱意を地域の方々の参加を得て、河川環境
に関する情報の把握と河川環境の保全、創出及び秩序ある利用をきめ細かく行うため、河川環
境保全モニターを募集します。
●応 募 資 格　　町内在住の満２０歳以上の健康な方で、河川環境に関心をお持ちの河川の自
　　　　　　　　然環境について専門的知識を有している者。
●業 務 内 容　　河川環境の保全と秩序ある利用に支障を与える行為や状況について随時河川
　　　　　　　　管理者に連絡すると共に、継続的に観察を行い、河川工事、河川管理に関し
　　　　　　　　て河川管理者に随時助言する。尻別川（豊国橋から河口）に関する情報等に
　　　　　　　　ついて、月１回程度で任意の様式により報告をいただきます。
●業 務 期 間　　令和８年４月から令和１０年３月までの２４ヶ月間
●応 募 人 員　　１名（謝礼：月額４，６００円）
●応 募 締 切　　令和８年３月１０日 ( 火 )
●お問い合わせ　　北海道開発局小樽開発建設部 倶知安開発事務所蘭越分庁舎　☎５７ー５３３１　

■尻別川河川環境保全モニターの募集について

　小樽開発建設部では、尻別川の河川整備、河川利用、河川環境に関して地域の皆様との連携
を更に進め、河川愛護思想の普及・啓発及び河川の適正な維持管理に役立てるため、河川愛護
モニターを募集します。
●応 募 資 格　　町内在住の満２０歳以上の健康な方で河川愛護に関心をお持ちの方。
●業 務 内 容　　尻別川（豊国橋から河口）に関する情報等について、月１回程度で所定の様
　　　　　　　　式により報告をいただきます。
●業 務 期 間　　令和８年５月１日から令和８年１０月３１日までの６ヶ月間。
●応 募 人 員　　１名（謝礼：月額４，０００円）
●応 募 締 切　　令和８年３月１０日 ( 火 )
●お問い合わせ　　北海道開発局小樽開発建設部 倶知安開発事務所蘭越分庁舎　☎５７ー５３３１　

■令和８年度尻別川河川愛護モニターの募集について

ま ち か ら の お 知 ら せ
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春のミニドック

保 健 福 祉 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ
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おげんきだより

保 健 福 祉 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ
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お 知 ら せ 広 場

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

相
談

札
幌
弁
護
士
会

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

日
２
月
24
日
（
火
）
３
月
10
日
（
火
）

　
両
日
と
も
13
時
～
14
時
30
分

場
町
民
セ
ン
タ
ー
ら
ぶ
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ル

料
無
料

問
総
務
課
総
務
係

☎
５
５
ー
６
８
３
２

他
事
前
予
約
制
で
、
相
談
時
間
は
１
人

　
30
分
で
す
。

季
節
に
合
わ
せ
た
わ
ら
べ
う
た
や
紙
芝

居
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

日
２
月
15
日
（
日
）
10
時
30
分
～

場
花
一
会
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

対
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

料
無
料

問
教
育
委
員
会
花
一
会
図
書
館

☎
５
７

－

６
０
８
５

他
詳
細
は
花
一
会
H
P
に
掲
載

募
集

自
衛
官
募
集

●
自
衛
官
候
補
生
（
第
８
回
）

資
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以

　
上
33
歳
未
満
の
者
（
男
子
・
女
子
）

受
１
月
14
日
（
水
）
～
２
月
19
日
（
木
）

試
令
和
８
年
３
月
１
日
（
日
）　　

他
状
況
に
よ
り
試
験
日
の
変
更
の
可
能

　
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記

　
の
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
倶
知
安
地
域
事
務
所　

　
倶
知
安
町
南
３
条
東
１
丁
目

　
☎
０
１
３
６
ー
２
３
ー
３
５
４
０

　
役
場
担
当

　
総
務
課
企
画
防
災
対
策
室
防
災
係

　
☎
５
５
ー
７
５
３
４

　
募
集
相
談
員

　
永
井　
　
浩　
☎
５
７
ー
５
５
４
４

　
金
安　
英
照　
☎
５
８
ー
２
２
８
０　

健
康
・
福
祉

定
期
健
康
相
談

保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄
養
士
・
健

康
運
動
指
導
士
等
が
健
康
や
介
護
・
介

護
予
防
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
お

応
え
し
て
お
り
ま
す
。

日
２
月
16
日
（
月
）
９
時
30
分
～
16
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
対
策
係

☎
☎
５
５
ー
８
５
２
５

他 

事
前
予
約
制
。
詳
細
は
町
H
P
ま

　
た
は
マ
チ
ナ
ビ
に
掲
載

講
座
・
教
室

ぴ
よ
ぴ
よ
お
は
な
し
会

季
節
に
合
わ
せ
た
わ
ら
べ
う
た
や
手
遊

び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

日
３
月
７
日
（
土
）
10
時
15
分
～

場
花
一
会
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や

対
０
～
２
歳
と
そ
の
保
護
者

料
無
料

問
教
育
委
員
会
花
一
会
図
書
館

☎
５
７
ー
６
０
８
５

他
詳
細
は
花
一
会
H
P
に
掲
載

５
歳
児
健
診

日
３
月
５
日
（
木
）

受
９
時
～
15
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
対
策
係

☎
☎
５
５
ー
８
５
２
５

他 

詳
細
は
町
H
P
ま
た
は
マ
チ
ナ
ビ　

　
に
掲
載

は
ぐ
く
み
ラ
ン
チ

同
じ
立
場
の
妊
婦
さ
ん
や
パ
ー
ト
ナ
ー

さ
ん
・
マ
マ
パ
パ
と
保
健
師
・
保
育
士
・

助
産
師
・
栄
養
士
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
、妊
娠・子
育
て
の
こ
と
、ち
ょ
っ

と
し
た
不
安
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま

す
。
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を
囲
ん
で
つ
な

が
り
を
育
み
ま
し
ょ
う
！
お
子
さ
ん
も

連
れ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
２
月
24
日
（
火
）
10
時
30
分
～
12
時
30
分

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
無
料

問
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
対
策
係

☎
☎
５
５
ー
８
５
２
５

他 

事
前
予
約
制
。
詳
細
は
町
H
P
ま

　
た
は
マ
チ
ナ
ビ
に
掲
載

≪申込フォーム≫

・妊婦さん
・初めて参加の産　
　後１年未満の方
　用フォーム

・初めて参加の産　
　後１年以上の方　
　用フォーム

・２回目以降参加
　の方用フォーム

出
張
年
金
相
談
所
開
設
日
程

場
倶
知
安
会
場
（
後
志
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

日
２
月
18
日
（
水
）
３
月
25
日
（
水
）

　
両
日
と
も
13
時
～
17
時

場
岩
内
会
場
（
岩
内
地
方
文
化
セ
ン
タ
ー
）

日
２
月
19
日
（
木
）
３
月
26
日
（
木
）

　
両
日
と
も
13
時
～
17
時

☎
０
１
３
４
ー
５
５
ー
５
０
２
６

他
事
前
予
約
制
で
す
。
相
談
日
の
２
日

　
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
基

　
礎
年
金
番
号
を
確
認
し
ま
す
。

札
幌
弁
護
士
会

　

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

日
２
月
18
日
（
水
）
２
月
25
日
（
水
）

　
３
月
４
日
（
水
）
３
月
11
日
（
水
）

　
３
月
17
日
（
火
）
３
月
25
日
（
水
）

場
し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　
岩
内
町
高
台
84
ー
３

料
無
料

☎
５
５
ー
６
８
３
２

他
事
前
予
約
制
で
す
。
予
約
の
受
付
は

　
平
日
10
時
か
ら
16
時
ま
で

日…日時　　場…場所　　問…問合せ　　日…日時　　場…場所　　問…問合せ　　☎☎…連絡先　　他…その他…連絡先　　他…その他
料…料金　　受…受付　　対…対象　　　試…試験日　　資…資格料…料金　　受…受付　　対…対象　　　試…試験日　　資…資格
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そ
の
他

運
転
免
許
証

　
　
　

法
定
更
新
時
講
習
会

●
倶
知
安
会
場

場
倶
知
安
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

日
２
月
18
日
（
水
）
優
良　
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
違
反　
13
時

　
２
月
25
日
（
水
）
優
良　
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
違
反　
13
時

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般　
15
時
30
分

　
３
月
11
日
（
水
）
優
良　
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
違
反　
13
時

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般　
15
時
30
分

　
３
月
18
日
（
水
）
優
良　
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
違
反　
13
時

　
３
月
25
日
（
水
）
優
良　
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
違
反　
13
時

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般　
15
時
30
分

町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

　
町
職
員
の
人
事
異
動
の
発
令
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
令
和
８
年
１
月
１
日
付

酒
谷　
真
菜

　
総
務
課
総
務
係
兼
秘
書
係

　

�（
前 

健
康
推
進
課
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
こ
ん
ぶ
係
）

葛
西　
秀
俊

　

�

令
和
７
年
１
月
31
日　
退
職

お 知 ら せ 広 場

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

資
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

　
※
細
部
に
つ
い
て
は
倶
知
安
地
域
事

　
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
１
月
22
日
（
木
）
～
３
月
30
日
（
月
）

試
４
月
１
日
（
水
）
～
19
日
（
日
）

　
※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）　

資
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有

　
す
る
者
（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限
は

　
53
歳
～
55
歳
未
満
）

　
※
細
部
に
つ
い
て
は
倶
知
安
地
域
事

　
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
１
月
22
日
（
木
）
～
３
月
30
日
（
月
）

試
４
月
１
日
（
水
）
～
19
日
（
日
）

　
※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

他
状
況
に
よ
り
試
験
日
の
変
更
の
可
能

　
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記

　
の
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
倶
知
安
地
域
事
務
所　

　
倶
知
安
町
南
３
条
東
１
丁
目

　
☎
０
１
３
６
ー
２
３
ー
３
５
４
０

　
役
場
担
当

　
総
務
課
企
画
防
災
対
策
室
防
災
係

　
☎
５
５
ー
７
５
３
４

　
募
集
相
談
員

　
永
井　
　
浩　
☎
５
７
ー
５
５
４
４

　
金
安　
英
照　
☎
５
８
ー
２
２
８
０　

２
０
２
６
年

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

資
⑴
１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
４
月

　
２
日
～
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　
⑵
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
４
月

　
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ

　
る
も
の

　

①
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）
を

　
卒
業
し
た
者
及
び
２
０
２
７
年
（
令

　
和
９
年
）
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

　
す
る
見
込
み
の
者

　
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

　
２
月
19
日
（
木
）
～
３
月
23
日
（
月
）

試
１
次
試
験　
５
月
24
日
（
日
）

　
２
次
試
験　
７
月
７
日
（
火
）
～
７

　
月
10
日
（
金
）
の
指
定
さ
れ
た
日　

問
北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事

　
第
一
係

　
〒
０
６
０
ー
８
５
６
６

　
札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１
番
１

　
札
幌
第
１
合
同
庁
舎
９
階

☎
０
１
１
ー
７
０
９
ー
２
３
１
１

　
内
線
３
５
０
８

日…日時　　場…場所　　問…問合せ　　日…日時　　場…場所　　問…問合せ　　☎☎…連絡先　　他…その他…連絡先　　他…その他
料…料金　　受…受付　　対…対象　　　試…試験日　　資…資格料…料金　　受…受付　　対…対象　　　試…試験日　　資…資格

「
わ
が
や
の
ア
イ
ド
ル
」
を

　
　
　

ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　
広
報
誌
裏
面
に
て
不
定
期
掲
載
中
の

「
わ
が
や
の
ア
イ
ド
ル
」
コ
ー
ナ
ー
。

　
元
気
に
す
く
す
く
成
長
す
る
お
子
さ

ま
の
か
わ
い
い
笑
顔
や
お
茶
目
な
姿
な

ど
、
掲
載
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

ぜ
ひ
左
記
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
応

募
く
だ
さ
い
！

対
５
歳
以
下
の
お
子
さ
ま
が
対
象
で
す
。

　
※
今
ま
で
に
広
報
誌
へ
掲
載
さ
れ
た

　
こ
と
が
な
い
方
が
対
象

他
広
報
誌
は
電
子
デ
ー
タ
版
を
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
、
マ
チ
ナ
ビ
等
に
掲
載
い
た

　
し
ま
す
。

　
掲
載
時
期
や
順
番
、
お
写
真
に
つ
い

　
て
は
、
担
当
係
に
て
決
定
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

問
総
務
課
企
画
防
災
対
策
室
広
報
広
聴
係

☎
５
５
ー
７
８
１
３

≪応募フォーム≫

生年月日

花のように笑う素敵な子に育ってほしいと願いを
こめました。

パパのまねっこをして、よく笑っています。

いつも笑顔にさせてくれてありがとう！大好きだよ。

連日大雨だったのに、出産時はカラッと晴れて、
太陽が輝いていたのを覚えています。

お豆腐が好きで、食べたい食べたいとよく
せがんできます。

はなこ

202●年●月●日
ご両親 ●●さん、●●さん
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担当　教頭　沖野担当　教頭　沖野
vol.122vol.122蘭越高校通信蘭越高校通信

蘭越高校の学校生活や日々の様子を皆さんにお伝えします！蘭越高校の学校生活や日々の様子を皆さんにお伝えします！ 蘭越高校 HP蘭越高校 HP

３年生の進路が決まりました

学習時間等調査（後期）結果
　この調査は前期にも１度実施しています。活動の様子だけでなく、こうした調査の結果
からも本校生徒の様子を知っていただけたらと思います。
　全体的に前期に比べて肯定の数字が低下した項目がやや多くなっています。また、学年
による意識変化の違いもわかります。３年生は進路決定まで全力で走り続けてきたことも
あり、決定後の後半はややスローダウンしているようです。逆に１年生は高校生活にも慣
れ、どんどん前向きに動き出しています。２年生は自分のペースが安定してきています。
平日に 10 分以上読書をしている生徒は全体の約３割（全国平均とほぼ同じ）でした。

蘭越高校公式 note蘭越高校公式 note

　１２月、３年生１５名全員の卒業後の進路が無事に決まりました。進路決定率 100％
は 14 年連続。進路希望の実現に向かって一人ひとりが３年間の高校生活で努力を続けて
きた成果です。広い社会へと巣立つ３年生をこれからも応援していただければ幸いです。

《本校生徒の学習の傾向》
　約６～７割が「毎日こつこつ」「計画を立てて学習しよう」という意識で取り組んでい
ます。土日の学習場面は減少傾向にありますが、平日の学習を大切にして週末にゆっくり
休養する生徒が多いようです。予習よりも復習に力を入れており、多くの生徒が効果的な
学習の仕方を工夫しています。約６～ 7 割の生徒が「暗記する」よりも「理解する」こ
とを重視し、難しい問題にもできるだけ粘り強く考えようとしているようです。また、9
割近くの生徒が、興味関心を持ったことは授業に関係なく調べるなどして知ろうとしてい
ます。わからないこと等を自分ですぐに調べるという習慣は大切です。

《前期から特に大きな変化のあった項目》
「効果的な勉強の仕方を工夫しようとしている」　　…１年生　６割⇒８割
「計画を立てて自主学習している」　　　　　　　　…１年生　７割⇒９割
「予習をして授業に臨むようにしている」　　　　　…１年生　１割⇒３割
「興味関心を持ったことは授業に関係なく調べる」　…２年生　８割⇒１０割
「土日の学習時間　3 ０分以上」　　　　　　　　 　…全　体　７割⇒５割
「学習する意欲が高まった」　　　　　　　　　　　…３年生　９割⇒６割

※グラフの数値は生徒の人数です。
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こ ぶ し に ま な ぶ

生涯楽習情報コーナー

№ 381№ 381

こ ぶ し は 蘭 越 町 の 花 木 で す 。 大 自 然 の 中 で た く ま し く 育 つ こ ぶ し に 学 び ま し ょ う 。こ ぶ し は 蘭 越 町 の 花 木 で す 。 大 自 然 の 中 で た く ま し く 育 つ こ ぶ し に 学 び ま し ょ う 。

（題字：田澤　豊彦氏）

ＮＰＯ法人　お助けネットＮＰＯ法人　お助けネット

代表　中 谷 　通 恵  さん代表　中 谷 　通 恵  さん

子育てを支える地域の輪　〜連携と協働の実践紹介〜子育てを支える地域の輪　〜連携と協働の実践紹介〜

≪今月号のテーマ≫≪今月号のテーマ≫
思春期は、「自己実現 ( 夢 )」に向けて、学校や地域で学び思春期は、「自己実現 ( 夢 )」に向けて、学校や地域で学び
や体験を重ね、自立した大人になるための仕上げの時期や体験を重ね、自立した大人になるための仕上げの時期

家 庭 教 育 通 信

　思春期１２歳から１８歳頃は、「性のめざめ」と「自己中心性」が特徴と言われています。「他
人にどう思われているか」「仲間はずれ ( 孤独 ) への恐怖」など複雑な心の状態でもあります。
現代社会では、以下の点が課題であり、１８歳成人に向けて、地域や学校が支えていく必要が
あるでしょう。

【①目まぐるしく進化するネット社会で、中高生が被害者にも加害者にもなる事件・事故が、道内でも多発】
～私が道内の学校で講演した際に実際に聞いた事例～
・グループラインでの悪ふざけの動画や写真が、撮られた相手の訴えにより警察の取り調べに
・駅で知り合いの異性の写真を無断で隠れて撮っていたことで、相手が恐怖心から警察に相談

【②思春期は特にＳＮＳに依存しやすく、子どもの精神状態に悪影響を及ぼしていることが世界中で問題に】
・長時間使用による依存、不安やうつ、摂食障害や自殺企図、自己肯定感の低下、無気力など
・思春期の脳は「やってみたい、もっと知りたい」というアクセル優位の状態のため、思春期
　こそ「大人のコントロール」が必要であり、世界では国を挙げての法律などでの規制が進ん
　でいます。

①②を解決するには家庭・学校・地域の連携が不可欠です。最新の情報モラルやネットリテラ
シーを学ぶ機会を、生徒はもちろん保護者に学校・地域が連携してつくることが急務です。知
らないばかりに、子ども達が「未来 ( 夢 )」への可能性を閉ざされないよう大人も学んでいき
ましょう。

【少子化・過疎化が進む地域で、中高生へ多様な居場所や体験の場を！】
・中高生の時代は、学業以外でも自己実現に向けた体験が不可欠ですが、私の住んでいる町で
　も少子化が進み、中学や高校での部活動が成立しなくなっている現実があります。他地域と
　の連携や地域の人材活用が急務です。
・不登校や高校進学後の退学などにより、学びや人との関わりの場を持てない中高生も増えて
　いますが、子どもたちの「いま」を保障する「居場所」をつくりたい。地域の様々な職業体
　験が、アルバイトとして可能になるなど、学校教育以外での「自己実現」の場を用意してあ
　げたいものです。
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協議会の様子赤しそ（下阿達）

薬
用
植
物
生
産
拡
大
協
議
会
の
設
立

世
界
で
唯
一
、
蘭
越
町
で
し
か
作
ら
れ
て

い
な
い
赤
し
そ
（
下し

も
あ
だ
ち
阿
達
）
な
ど
の
薬
用
植

物
を
栽
培
す
る
生
産
者
が
集
ま
り
、「
蘭
越
町　

薬
用
植
物
生
産
拡
大
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

蘭
越
町
に
お
け
る
薬
用
植
物
栽
培
は
、　　

令
和
２
年
３
月
に
シ
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
、
京
都
大
学
及
び
蘭
越
町
が
薬
用
植
物

の
栽
培
で
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
協
定

を
結
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。 

そ
れ
以
来
、

栽
培
技
術
の
確
立
、
薬
用
植
物
を
使
っ
た
商
品

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
商
品
の
需
要
は
今
後
さ
ら
に　

増
え
る
と
見
込
ま
れ
、
生
産
者
が
安
定
し
て
効

率
よ
く
栽
培
し
、
生
産
を
増
や
せ
る
よ
う
に
、

協
議
会
で
は
説
明
会
や
勉
強
会
を
開
き
ま
す
。

ま
た
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
の

生
薬
の
専
門
家
、
伊
藤
美
千
穂
さ
ん
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
、
栽
培
の
指
導
や
普
及
啓
発
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。

蘭
越
町
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
ま
ち
のの
ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

台
湾
で
「
ら
ん
こ
し
米
」を
P
R

蘭
越
町
農
業
委
員
会
が

蘭
越
町
農
業
委
員
会
は
、
12
月
5
日
か
ら

12
月
8
日
に
か
け
て
、
国
外
視
察
研
修
を
台
湾

に
て
行
い
ま
し
た
。

宜ぎ
ら
ん蘭

県
に
て
地
熱
米
農
場
等
を
視
察
し
、

台
湾
に
お
け
る
稲
作
農
業
の
現
状
を
学
ん
だ

ほ
か
、
研
修
の
一
環
と
し
て
、
W
a
k
k
a  

J
a
p
a
n
な
ら
び
に
台
湾
和
華
貿
易
の
ご

協
力
に
よ
り
、
台た

い
ぺ
い北

市
の
百
貨
店
で
あ
る
大
葉

高
島
屋
に
て
蘭
越
米
販
売
ブ
ー
ス
を
設
営
し
、

農
業
委
員
自
ら
が
蘭
越
産
ゆ
め
ぴ
り
か
の
試

食
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

試
食
を
し
た
お
客
様
か
ら
は
好
評
を
博

し
、
台
湾
産
米
現
地
価
格
の
２
倍
以
上
の
価
格　

(

日
本
円
で
1
㎏

・

約
１
，
７
５
０
円)

で
の

販
売
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
の
想
定
を
超
え

る
販
売
数
量
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
中
の
宿
泊
先
で
あ
る
ソ
ラ
リ

ア
西
鉄
ホ
テ
ル
台
北
西
門
に
お
い
て
も
、
12
月

か
ら
の
２
ヶ
月
間
、
朝
食
会
場
に
て
蘭
越
産　

ゆ
め
ぴ
り
か
が
提
供
さ
れ
、
蘭
越
米
の
お
い
し

さ
を
宿
泊
者
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大葉高島屋での試食販売の様子（２枚）

ま ち の ニ ュ ー ス
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工
藤
タ
イ
子
さ
ん
に

感
謝
状
を
贈
呈

蘭越町国民健康保険税審議会が答申書を提出

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

福
村
さ
ん
、住
吉
さ
ん
が
受
賞

山
本
進
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

令
和
８
年
１
月
23
日
（
金
）、
Ｊ
Ｒ
目
名
駅

町
民
サ
ロ
ン
管
理
人
「
工
藤
タ
イ
子
氏
」
の　

退
任
に
伴
い
、
感
謝
状
贈
呈
式
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
工
藤
氏
は
平
成
30
年
か
ら
多
年
に
わ

た
り
、
Ｊ
Ｒ
目
名
駅
町
民
サ
ロ
ン
管
理
人
と
し

て
当
該
施
設
の
維
持
管
理
業
務
に
尽
力
さ
れ
、
同
施
設
の
安
全
性
や
快

適
性
の
確
保
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
を
称
え
、
感
謝
状
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

蘭
越
町
遺
族
会
会
長
で
あ
り
、
戦
没
者
遺

族
相
談
員
の
福
村
正
見
さ
ん
が
、
多
年
に
わ

た
り
戦
没
者
遺
族
の
援
護
事
業
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
を
称
え
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
、
12
月
18
日
に
金
町
長
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
蘭
越
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
会
長
の
住
吉
邦
幸
さ
ん
が
、
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉

の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
を
称
え
ら
れ
、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
1
月
21
日

に
金
町
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

12 月 8 日に開催された蘭越町国民健康保険税
審議会（山田一晴会長）で審議された諮問案件に
ついて、12 月 19 日に、山田会長から金町長へ
答申されました。

令和 12 年度に開始が予定されている全道市町
村標準保険料率の統一に向けての国民健康保険税
改正の検討について、審議結果が答申書でまとめ
られております。

蘭
越
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会 

前
会

長
の
山
本
進
さ
ん
が
、
令
和
7
年
秋
の
叙
勲
で

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
功
績
が
称
え
ら
れ
た
も
の
で
、
11
月
5
日
に

札
幌
市
で
執
り
行
わ
れ
た
伝
達
式
に
お
い
て
、

北
海
道
知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

福村さん（上）、住吉さん（下）

山田会長（左）、金町長（右）

工藤さん

山本さん（左）、鈴木直道知事（右）

ま ち の ニ ュ ー ス
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短
歌
（
蘭
越
短
歌
会
か
ら
）

短
歌
（
蘭
越
短
歌
会
か
ら
）

俳
句
（
蘭
越
俳
句
会
か
ら
）

初
日
の
出
天
動
説
に
開
手
打
ち

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
に
背
を
向
け
な
が
ら

多
仲　

兎
角

来
る
年
よ
そ
の
馬
の
背
に
苦
し
み
を

悲
し
み
を
乗
せ
駆
け
抜
け
行
か
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田　

飛
鳥

短
歌
会
く
る
年
も
ま
た
皆
元
気
で

楽
し
く
永と

わ遠
に
続
く
を
願
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
條　

美
登

折
々
の
季
の
輝
に
包
ま
る
る

こ
の
地
に
在
る
を
喜
び
と
し
て

宮
谷
内　

誠
子

暮
れ
せ
ま
り
診
察
受
け
る
母
の
手
を

し
か
と
に
ぎ
れ
る
息

こ
子
の
優
し
さ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
屋　

吉
恵

木
々
に
降
る
師
走
の
雪
は
音
も
な
く

時
は
静
か
に
過
ぎ
て
ゆ
く
だ
け

野
口　

の
ぶ
子

 

俳
句
ポ
ス
ト
よ
り

痩や

せ
馬
も
橇そ

り

ひ曳
く
力
一
馬
力

一
笑

悪
口
は
言
う
な
聞
く
な
カ
オ
ス
の
世

せ
め
て
仲
間
よ
手
を
と
り
合
ひ
て

吉
田　

文
子

鏡
餅
世
相
映
し
て
小
さ
く
な
り

水
鏡

｜ 人口 ｜ 令和８年１月末現在
　男　　１，９９８人　　（－　１人）
　女　　２，１７７人　　（－１３人）
　計　　４，１７５人　　（－１４人）
世帯数　２，２０５世帯　（－　４世帯）
外国人　　 ２４９人　　（＋７０人）

｜ 寄贈・寄附 ｜
地域福祉基金へ
　蘭越町　瓜田　忠由さん

社会福祉協議会へ
　字共栄　塚田　博敬さん
　蘭越町　早島　　理さん

｜ お悔やみ申し上げます ｜
字相生　米山　栄藏さん　76 歳
蘭越町　瓜田　たきさん　95 歳
蘭越町　早島　佳江さん　84 歳
目名町　村上　靜子さん　99 歳
字三和　小寺　正憲さん　81 歳
目名町　伊藤　道夫さん　75 歳
字大谷　大橋　由美さん　93 歳
蘭越町　中村　純一さん　73 歳
字相生　谷内山ヨシさん　94 歳
字湯里　本田　直己さん　47 歳
昆布町　大久保君子さん　95 歳
蘭越町　林　　利彦さん　84 歳

｜ 婚姻 ｜
蘭越町　竹本　貴昭さん　今野　香苗さん
字黄金　原田　幸平さん　守田　真尋さん

いつまでもお幸せに

住
み
古
り
し
居
間
に
光
や
初
暦

上
野　

朝
子

け
ぶ
る
と
も
祈
る
母
子
や
ど
ん
ど
の
火

田
縁　

幸
哉

ス
ト
ー
ブ
の
音
だ
け
響
く
冬
の
駅

中
兼　

裕
美
子

お
似
合
い
と
一
言
で
買
う
冬
帽
子

福
村　

京
子

買
初
め
に
痺
れ
切
ら
し
て
米
を
買
ひ

田
中　

水
月

新
年
の
挨
拶
か
わ
す
白
き
朝本

間　

テ
イ

午
年
も
三
寒
四
温
健
や
か
に

西
岡　

孝
一

ら ん こ し 文 芸  ほ か

雷
電
の
岩
を
砕
き
て
波
の
花

令
六

テレビで！スマホで！蘭越町の地域・防災情報サービステレビで！スマホで！蘭越町の地域・防災情報サービス
「マチナビらんこし」「マチナビらんこし」をご活用ください！をご活用ください！

マチナビらんこしは、蘭越町の地域・防災情報が無料で見ら
れるサービスです。災害時などには緊急のお知らせをリアル
タイムで配信します。

テレビで！
①チャンネルを６ch（HTB）にする
②リモコンのｄデータボタンを押す
③左メニューにある「蘭越町からの
　お知らせ」を選んで決定ボタン！

スマホで！
①右記の二次元コードを読み取り
②「JC-Smart」アプリをインストール
③「サービス選択」画面になったら、
　 「マチナビらんこし」をタップ !

「マチナビらんこし」でできること！
・役場などからのお知らせ
・災害時の緊急情報
・慶弔情報
・イベント開催情報
・交通、断水、クマ出没情報
・ゴミ出し情報
・お天気情報
・施設予約
・診療所の混み具合

などなど、蘭越町の
情報がお好きな時間
に無料で見れます！
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ら
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こ
し
電
子
版

蘭
越
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
、バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
公
開
中
！

あたたかな あかりが まちに ゆきわたる

らんこし ゆきわたり

蘭越町 ニセコ山域フィールドレポート

蘭越ひばり幼稚園  きく組

くろかわ しづく さん さかの れいな さん ほしば ここ さん
すずき るい さん しゅだ りおん さん

表紙撮影 : 広報広聴係 ( 担当：大家）表紙撮影 : 広報広聴係 ( 担当：大家）

※今月号の「わがやのアイドル」はお休みです。

絵 馬 ～ 今 年 の 目 標 ～絵 馬 ～ 今 年 の 目 標 ～

チセヌプリ周辺 冬季安全指導員 堀
ほり

江
え

 淳
じゅん

さんのご紹介
　平成 28 年から冬季間チセヌプリ周辺に訪れる山ス
キーヤー等の国定公園内での安全管理やルール指導等を
町から委嘱依頼しています、山岳スキーガイドの堀江 
淳さんをご紹介いたします。
　堀江さんは東京都出身で、都立高校の教員を経てオー
ストリアに移住し、日本国内では数少ない「オーストリ
ア国家検定山岳スキーガイド」の資格を取得。帰国した

17 年前から蘭越町字湯里に住み、現在は、バックカントリースキー ( 山岳
スキー ) を中心としたガイド会社「バックカントリーグライド」の代表を務
めながら、蘭越町管轄を含めたニセコ山域の冬季安全指導員として、国定公
園内の雪崩や事故、トラブル等の監視に努めて頂いております。

毎年、冬季間は堀江さんにニセコ山域のフィールドレポートを作
成いただいております。令和６年より蘭越町 HP でも公開してお
りますので、左記二次元コード、または検索からぜひご覧ください。
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